
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の文化財の登録について 

 

 令和２年７月１７日（金）に開催された国の「文化審議会」（会長 

佐藤 信）において、文部科学大臣から諮問のあった別紙の文化財の登

録が審議され、答申された。今回の答申どおり下記の建造物が登録され

れば県内の国登録有形文化財（建造物）は２７０件となる。  
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所   在  白山市白山町レ 60 番１他 

構造、形式  木造２階建、瓦葺 

建 築 面 積  81 ㎡ 

年   代  昭和 15 年頃/令和元年改修 

概   要 

旧加賀一の宮駅は、昭和 15(1940)年頃、白山比咩神社の玄関口に建てら

れた鉄道駅舎であり、平成 21（2009）年まで駅舎として利用された。平成

25 年に北陸鉄道株式会社から白山市が寄付を受けた後、改修工事を行っ

た。現在は廃線跡に設けられたサイクリングロードの休憩室等として活用

されている。 

建物は、木造２階建で、正面左寄りに入口を設ける。外観は、唐破風の

入口や屋根の形状等、神社の門前駅であることを意識した社寺建築風の独

特の意匠を備えた駅舎であり、昭和初期の近代和風建築の好例として貴重

である。 

 

 

位置図 

旧北陸鉄道石川線 

加賀一の宮駅駅舎 
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